
がん化学療法科 ニュースレター

ほほえみ 第86号

レ
シ
ス
ト

新年、おめでとうございます。2018年を迎えました。世の中的には、戌年は景気が良いという噂ですね。東ア

ジア情勢が緊迫してきたこともあり、景気以外の心配もありますが、年初で個人的に、まず良かったことは、初
詣でひいた御神籤が大吉でした。それまで二年間、あまり良くないことが書いてあって、しかも二年続けて同じ
籤でした。こんな偶然もあるのかなと思っていましたが、三年間にして、内容が良いほうに変わりました。結局、
努力するしかないのですが、三年連続同じ籤をひくのか留意していたので。

昨年の一月は、易経の話を書きました。その時、野党は女性党首だったのですが、選挙結果でこの部分が
変わったので、水山蹇から澤山咸に変化したのであれば良いのですが。地山謙にはなりませんでしたね。ま
あ、この話はこれ位として、堅実な一年であればと思っております。皆様のご多幸をお祈り申し上げます。

2018年1月1日

ダイアモンド博士の「ヒトの秘密」

今年、Eテレで、このシリーズが始まるようです。12月30日に予告編を見ました。最近、私自身は、意思決定論の

研究に取り組んでいますが、その中で、得失で判断する以外に、道徳、倫理を背景にした判断ということも考察し
ています。その延長線上で、「 道徳は何故、人の社会に現れたのか・・・」ということも、少しテーマとは離れますが、
重要なポイントだと思っています。

12月30日のプロローグの放送では、丁度、考察している部分と重なる内容が予告されていました。ジョシュア・グ

リーン（ハーバード大の教授）が書いた、『モラル・トライブズ』という本があって、その内容が紹介されているようで
すね。ダイアモンド博士の研究なのか、ジョシュア・グリーンの研究なのか、はたまた、この二人以外の研究が取り
上げられているのかわからないのですが、Eテレで放送するとなると、著作権は大丈夫なの？という感じです。『モ

ラル・トライブズ』は読み終えていませんが、斬新な本なので、ヒトの秘密も、面白い番組にはなるだろうと予想され
ます。

道徳が、ヒトの社会に生まれた訳や、道徳同士がぶつかり合い異なる社会の道徳が相反するとき、どのようなこ
とが起こるのか。「共有地の悲劇」という内容が取り上げられ、「私たちと彼ら」をキーワードに、番組が予告されて
います。番組を見ながら、『モラル・トライブズ』を読めば、きっと充実した考察ができるのではないかと思っています。

まだ、本編を見ていないので、放送が楽しみです。NHKの回し者ではないのですが、興味を持っていただけた方
があれば、是非、ご覧になってください。毎週金曜、午後10時の番組のようです。



MEMO 1月のがん化学療法科の予定

1月1日 元日
1月4日 御用始め
1月8日 成人の日
1月9日 診療応援（工藤先生）
1月16日 診療応援（平出先生）
1月23日 診療応援（工藤先生）
1月30日 診療応援（平出先生）

掲載記事の無断転載を禁じます

秋口から、東京に行くことがあれば、メッセンジャー・ナースの活動をされている
方とお話することとなっておりました。紀尾井町ガーデンテラスでお茶を飲みなが
ら、メッセンジャー・ナースの活動を伺ったり、がん哲学外来の説明をさせていただ
きました。

12月の東京

以前に、がん哲学外来の研究で勇美記念財団から研究助成をいただいておりましたが、その後、意思決定論に
関して考えるところが多く、今年度、ファイザーヘルスリサーチ振興財団に「医療分野での意思決定」という研究助
成の応募をしておりました。競争率は5.5倍であったようですが、幸い、採択の通知をいただき、12月9日に東京にて
研究助成金の授与式がありました。千代田放送会館で授与式があったのですが、久しぶりに赤坂近辺に行ったとこ
ろ、赤坂プリンスホテルは建て替えとなり、紀尾井町ガーデンテラスとなっていました。季節柄、クリスタルのツリー
が飾られていました。電飾で飾るものは、光のページェントで見慣れていますが、クリスタルの輝きは、また、透明感
があって珍しいものでした。

夕方からは、助成金の授与式でした。賞状をいただくのも久しぶりだなと思いな
がら、無事、授与式を終え、その後の懇親会では、財団の関係者の方々、二年前
に受賞され研究発表をされた方、今年度の受賞の方で懇親会がありました。私は
臨床医ですが、研究職の方々が大半なので、社会医学系の最先端領域の研究者
のお話を伺える貴重な体験でした。

東京出張は日帰りが多いのですが、今回は夕方の会でしたので、久しぶりに東
京泊し、翌朝、東京駅のコインロッカーに荷物を預けて（今やコインは必要なく、モ
バイルで決済できました）、三井記念美術館にお茶碗を見に行きました。国宝「卯
花墻」を見てきましたが、赤楽茶碗の「鵺」という茶碗もインパクトが強かったです。

銀座三越に移動し、抹茶ではなく、ラデュレのサロン・ド・テに立ち寄って、お茶を
してきました。相変わらず女子比率が高く、香水の匂いが立ち込めるところでした。
海外からの（恐らく中国からの観光客？）も来ておられるようでしたが、何故、ここ
でトーストを食べているのかしら？最近は、トーストの店として有名なのかもしれま
せん。パリのお店では、マカロンが有名ですが、日本に来ているのは小さめのも
のですね。

クリスタル・ツリー

ラデュレのケーキ国宝「卯花墻」 重要文化財「鵺」

新年は、すがすがしいですね


